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高校生が、感じた県立生命の星・地球博物館 関口康弘(企画普及課)

はじめに

去る4月18日、東海大学付属相模高

等学校l年生が学校行事の一環で、当

博物館を利用した見学体験学習を行

Lミました。この学習は生物・地学の授

業の延長としても行われ、生徒たちに

B4サイズl枚のレポートが課せられ

ました。

レポートの最後に「この博物館の展

示について、感想、ゃあなたの気付いた

事がありましたら書いてくださLリと

あり感想を求めています。そのうち230

名ぶんが資料として当博物館に提供さ

れました。以下ではこの簡単な分析と、

気付いた点をあげてみたいと思いま

す。なお、文中の 「感想」は生徒諸君の

原文のままです。

モノに感心

「入り口の化石でピックリした。そ

れと、どれもはくカがあるし、きょう

昧が出るJ["ほんものがいっぱいあっ
てとてもかんどうした。すこしさわっ

たりもしました」からは、博物館にあ

るモノに素直に反応し、興味 ・関心を

持った乙とがわかります。他に 「数の

多さにおどろいた」とか「たくさんの

種類に圧倒された」など多量多種のモ

ノに目をみはったとの感想がありま

した。

表Iは印象に残った、興味関心を

持ったモノが何であったかをまとめ

ました。多岐にわたっていますが、具

表I 表E

体的名前をあげてないものの、複数の

モノに関心を寄せた生徒が最多です。

さらに 「員がらでも、よく見るとぜん

ぜん違ったように見えてなんか見て

いるうちにすごいという感じになっ

て興昧がわいてきたjとじっくりモノ

を見ることの大切さを認識したり、

「展示物の迫力がすごかった。動物は

今にも動きだしそうでこわかった」と

実物のもつリ アリティに恐怖を感じ

るほどの印象をもったり、 ["lミろんな

ものがあった。本当に宇宙からかな?

と思ってしまいました。なんか不思議

でした」と地球外からやってきたモノ

に思いをはせる感想もありました。ま

た「こういう場所に行くと、ぽんとに

あるのかよ~、とか、ほんとにいるの

かよ~、とかがある。でもすべて真実

だからああ大変Jは、現実を示すモノ
が存在する博物館の面目躍如であり

ましょう。

博物館で学ぶ

「今まで教科書などで見て学んだ生

物たちのはくせいや化石など実際の

ものを見てさらに現実的に感じまし

た。石や虫など初めて見たものも多

く、その複雑な生態を知り、今までの

自分の無知さに少し恥ずかしくなり

ました。今後もこのような体験をして

いろいろな事を知りたいと思います」

は、自分で抱いた感想から、ごれを動

機として学んでゆこうという姿勢が

あらわれていま

す。さて生徒た

印象に残った、関心 来館して、知った、学んだ、 ちはどのような

事象を知り、学

んだのでしょう

をもった「モノ」は?

1 館内にある色々なもの

2 獣や魚のはく製

3 化石

4 毘虫

5 鉱物・岩石

6 恐竜骨格

7 いん石

8 アンモナイト

9 絶滅動物標本

10 神奈川の動植鉱物

11 工ピ力一

12 鯨の骨格

13 相模湾の員

14 アメ ジスト コハウ

15 水晶

16 シーフ力ンス

17 リュウヲウノツカイ

18 マンモスの骨格

19 板根

20177レシア

21 ホンオオカミ

合計

人数 理解した、身についた事柄は 7

41 1 地球の歴史

28 2 環境問題

20 3 実物のもつ真迫感

17 4 映像の魅力

14 5 楽しみながら学ぶ」と

10 6 調べる力・まとめる力

8 7 生命誕生と進化

6 B 神奈川の自然環境

6 9 火山の噴火

41110 展示物にさわれる」と

21111 フイフフりーの存在

21112 自分にとっての新しい発見

21113 バリアフリ

1 1114 人類の課題

1 1115 自分自身の課題

1 1116 多様性の発見

1 1117 地学

1 1118 共生

1 合計

1 

1 

168 

人数

24 

18 

15 

6 

5 

4 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

91 

22 

か。

表Eには学ぶ

行為だけではな

く、当館で気付

いたととから問

題意識のレベル

まで奈佐多にあげ

ました。「地球の

誕生から現在ま

での46億年にわ

たる歴史が展示

してあってすば

らしいと思っ

た」というような、地球の歴史につい

て知ったり学んだり生徒が最多です。

ほかに ["pろいろなものを見て地球の

たんじようなどを知った。しかも人間

の大地への悪影響の様をとくと見せ

られ、自分のすべきことを考えさせら

れた」や 「今、私達は普通に暮らして

いるが、地球誕生や、絶滅にはいろい

ろな過程があるんだとわかり楽し

かった。私達はごれから人口増加や温

暖化等の様々な問題を解決していか

なければならないと思った」は人類の

抱える状況について高校生が問題意

識をもち、この解決に向かおうとして

いることが伺えます。また「知らな

かった事がどんどん見えてきて、おも

しろかった。自分なりにまとめる力も

ついたし、 一石二鳥になりました!J 
は、楽しみながら学べたことや、構成

力の向上にあずかっていることを見

せています。

博物館の評価

最後に高校生たちが当館をどのよ

うに感じたのでしょうか。またどう評

価したかをあげてみます。「鉱物、生物

がたくさんあり楽しめましたが、 一つ

一つの説明が少しすくなかった気が

します。特に生物の展示はとても興味

ぶかく見学したので、もっとくわしい

解説がほしかったです」と解説の充実

を望む声がありました。しかしおおか

たの生徒は 「地球や生物について、と

てもくわしく、実物や標本などの展示

などもあり、理解しやすく、とても

行って良かったと思える博物館だと

思いましたJ["せつびがすごいと思っ
た。見やすくて、広くて、楽しく見る

ことができました」と評価してくれま

した。また「とても見やすくて、障害

者の方にも見やすいように点字が

あった」と彼らの世代が見過ごしがち

な点も指摘しています。

さて、「とても多くの地球のものが

ありとても楽しかったです。かこやみ

らいのよそうがつきそうでした。

中111各・-地球に対してしんけんにとり

くんでいるいい博物色官だなと思いま

した」という感想を読んで妙にうれし

くなってしまうのは、不五だけではない

で、しよう。


